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　銚子塚古墳の試掘調査は、いよいよ後円部北側の周溝部分の試掘調査に着手しました。
現在調査中の№８トレンチは後円部の北側にあり、これまで周溝の幅や規模がほとんどわかっていない地点で

す。
№８トレンチでは墳丘の一部も調査することになっていますので、より具体的な銚子塚古墳の姿を浮き掘りにで

きる可能性があります。乞うご期待ですね。

　№８トレンチの周溝部分は水
分いっぱいの土だから、古墳時
代の木製品（木で作られたも
の）が出てくる可能性がある
よ。
　銚子塚古墳の過去の調査では
括れ部南側の周溝から左の写真
のような木製品が出土したこと
があるんだ。
　これらの木製品は汲み合わせ
て使われた「木製埴輪」の一部
ではないかと考えられている学
者さんもいるよ。日本中でもあ
まり見つからないとても珍しい
ものなんだ。
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№８トレンチの様子を後円部墳頂から見たところ№８トレンチ周辺は少
し掘ると水が沸いてく
るんだ。だから調査は
とても大変だけど、墳
丘に近いところだか
ら、埴輪の破片がいっ
ぱい出てくる楽しみも
あるよ。

昭和６０年出土の木製品（円盤形）

昭和６０年出土の木製品（刀のような形）

今回の調査でも出るといいねえー！




